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教育社会学における「地域」概念 ・ 地域構造分析の 再検討

一 「社会空間論」の視覚から
一
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　今 日、至 る とこ ろ で 「地域」 に纏わ る多くの

問題が語 られ て い る。 盛んに 「地域」 が問題化

される の は、確か に 「地域」 をめ ぐっ て切実な

社会問題が現前化 して い ると我 々 が認識 して い

るか らに他ならない が
、

「地域」が 問題化され る

とき、我 々 は
一

体それを何と想定 して い るの で

あろ うか 。

　そもそも 「地域」 とは多義的な概念で あるた

め、語 られ る文脈や意味付けによ っ て 、様 々 に

解釈 され、意味付与され て い る。とこ ろが、「地

域」をめ ぐる議論が想定する 「地域」には、一

定の共通認識が潜んで い るの で はない だろ うか。

それ はすなわ ち、「地域」を所与 の もの とみ なし、

あらか じ め まとまりを持 っ た空間枠組み とし て

無条件にその範囲を設定するとい う認識論的態

度で あ る。当然、教育と 「地域」 をめぐる議論

もまた然 りで ある。そ うした態度を有し て い る

限りに お い て、「地域」は単に社会現象が生 じる

ス テ
ージ とい うよ うな静態的 ・

記述的概念で し

かな く、「地域」 と多様な社会的諸過程との 関係

性が切断 された固定的な枠組み で しか ない 。

　そ こ で本報告 は 、教育社会学研究に おける 「地

域」概念の 位相ならびに地域構造分析の特徴を、

社会空間論の視座か ら問い 直 し、分析概念 たる

「地域」 につ い て検討を加えるこ とで、「地域」

の 空間枠組み を動態的に把握する効果的な視点

を生かす研究の方向性を探る こ とを目的 とする。

とい うの も、従来の空間認識に則る 「地域」 の

想定で は、完全に 現実 の 社会現象に肉迫 し えな

い との 理解があ る か らで ある。

　以下 の 作業 としては 、 まず教育社会学研究に

おけ る従来 の 空 間認識 を検討 した うえで、「地

域」 が示唆する空間形態に つ い て考察する。そ

して 、「地域」 に触れ る教育社会学研 究が、現象

に迫 る有効な 「地域」 の 概念化 をなしえ て い な

い情況にある こ とを批判的に捉え、最後に 「地

域」 空間を社会的諸過程 との 関係性か ら把握す

る必要性を主張する。

2 ．モ ダニ ズム的空間認識とい う U

うまで もなく日本社会で ある。現象の
一

般陸 ・

普遍性に基づ く社会の 空間的特徴は、教育に関

わ る事象が生じる舞台として の均
一

的 ・絶対的

なそれで あるとい うこ とが で きる 。 換言すれ ば 、

教育社会学研究での 常識的な空間の前提とは、

近代社会論に典型的な 「空間を不問 に付す認識

枠組み」な の である 。
こ の 空 間認識にお ける没

空間性は、「一つ の まとま りをもっ た全体で あ り、

時間と空間を こ えて
一
般化 しうる共通 1生をもっ

た思考と実践の 組み合せ 」 （C（x）ke，1990：訳 5）と

して把握され て きた近代社会 の 空間認識に通底

して い る 。
つ まり、教育社会学研究は、明示的

に社会空間を問わずにあ りえたモ ダニ ズ ム的空

間認識に浸 りっ つ 、社会現象の普遍性 ・広範性 ・

一
般性に裏付け られた均一

空 間を想定 し、全体

社会理論を志向して きた の である 。

　一方で教育社会学研究は、「これまで社会はき

ま っ て 内因的なもの とみな され 、時間的で も空

間的で もな い 独 自の 社会的構 造を もつ もの とさ

れて きた」（Urry，　1995：訳 6）とい うアーリの指摘

に象徴的なよ うに 、「全体的な社会構造の なか で

教育の位置づ けと機能を分析する営み 膀点は報

告者）」 （森 2002：78）として 自らを定位 し、全体

社会の構造 （例えば、「階層構造」、「職業構造」、［経済構

造」 ［高校間格差構造」など）と教育 との 関係 を基点

に社会分析を行なっ てきた、こ うした研究志向

の 前提にあるの は、諸構造が本質的に国家全土

を等 しく覆っ て い る とい う基本的観念である。

それゆえ 、 国土空間 あるい は全体社会に
一

致す

る
一

つ の 実態 として の 社会空間が暗黙裡に前提

とされるだけで なく、教育社会学研究は社会空

間自体を取 り上げる必要性を持ちえて こなか っ

たの で ある。

　それで は 、 以上 の よ うな社会空間認識 が支配

的な教育社会学研究では、「地域」は どの よ うに

扱われ て きた の だろ うか 。

3 。 「地域 1空間 と地域構造分析

　教育社会学がそ の研 究対象 とす る教育現象

（例えば、教育の量的拡大・大衆化・制度的普及 ・受験競争

など）が ど こ で 生 じ て い るか とい え ば、それ は い

　例えば、「大学進学率の 地域格差研 究」を例に

してみ よ う。進学とい う社会現象を規定する要

因分析
一
般の 中に含まれるこ れ らの研究は、「出

身階層あるい は家庭環境 と同時に、地域の 特殊

性が作用 して い る （傍点は報告者）」 とい う想定 の
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も とに立 っ て 、進学を規定する要因に家庭環境、

教育環境と同等 の 地域環境 とを設定する （友田，

1970：185）。そ の具体的な指標には、所得や職業

構造、産業構造 とい っ た社会経済的要因、大学 ・

短大などの 定員規模 （収容率）、18歳人 口数な

どが用 い られ る こ とが多い 。そ して 、多変量解

析などの 手法が用 い られ、それぞれの変数 と進

学率 とが強い 結び付きを有 して い る こ とが 明 ら

か に され てきた 。 こ うした 「地域」 へ の 注 目と

は、社会の多元的理解や多様性 を見出す視点 と

して 「空間軸をとれば、地域性が問題 となる」

（クライナー
，1996；2）とい う背後仮説か ら導出さ

れて い る 。

　だが、こ の 空間認識 の 特徴は、冒頭に述べ た

よ うに、「地域」空間が分析を枠付ける地理的範

域として ア プ リオ リに設 定され て い る こ とで あ

る。 別言すれ ば、「地域」 とは行政区域に基づ く

地理的範域 （多くは都道府県）を定め る空間枠

組みに よっ て構成され て い る とい っ て もよい，

その意味で 、行政空間 と呼ぶこ とがで きる。 こ

れ らの 地域格差研究は格差を生 じ させ る原因を

根本的に 問題 として い るの で、地理 的範域 の 空

間性や範域を分ける境界の 祉会性は問わない が、

まさにそ の こ とによ っ て 、 空間内の 「地域の特

殊 性」 の 問題 に関心を特化 し、「地域」 の 空間性

を等閑に付 して い るの で ある 。

　そ もそ も 厂地域の特殊性」 の観点とは 、社会

現象 の 地域的属性 へ の 因果連関を求め る地域社

会学の学問的課題 （藤田，1990：196）に近 い と考え

られ る。しか しなが ら、こ うした地域構造分析

では 、
「地域」の 同定が既存の 地理的範域をもと

に行なわれ るがゆえに、そ の 「地域の 特殊性 」

が往 々 に して 「地蜘 内の諸構造 の 在 り方の み

に限定 され、摩 り替え られ て しま うとい う問題

がある。それ は、「地域」を構成す る諸構造の 総

合態の うち、何が現象の 地域的属1生とい う観点

か ら分析 ・説明 され うる次元であ るの か 、 そ の

見 極 め は 、 実は そ う簡 単 な こ と で は ない

（ibid，198）こ とに由来するの だろ う。 それゆえ、

部分社会 レベ ル で均
一

的 ・統合的な 「地域」空

間が想定され る こ とにな り、全体社会構造の部

分社会における投影の され 方が、地域構造 の相

異として顕れ るとの認識か ら、前節で述べ た空

間認識 と構造分析が、「地域」に 持 ち込 まれ て い

ると特徴付ける こ とがで きると思われ る。

4 ．まとあ ：「地域」空間の 相対化か ら…

　前節にみた 「地域」 分析 ・研 究を社会空間論

の 視座 か ら捉えなおす と、「地域」が 空間 と して

は、やは り所与の 静態的な コ ン テナ として 認識

されて お り、詮ずるとこ ろ、部分社会 レベ ル で

切 り取られた固定的空間に依拠する 「地域」が、

い わば格差を比較する単位 として 取り上げられ、

それが、教育現象の 地域的バ リエ
ー

シ ョ ン を生

み出す内在的 メカ ニ ズ ム を解明する とい う 「地

域」 に着 目 した研究の隘路 となっ てい るの では

ない だろ うか、と仮説 的に述 べ るこ とが で きる。

確かに、事実、我 々 は居住する自治体が生活空

間の 大部分を担 っ て い る し、地方分権化や地域

コ ミュ ニ テ ィ の創造が求め られる昨今の 潮流の

中で 、あらゆる面で行政機能の拡大 とその あり

方が問題になっ て い る こ ともあっ て 、行政空間

を取 り上げる こ との現実的要請は さらに高ま る

と思われ る。 そ の 意味で 、 行政空間自体を持ち

出す こ との意義を否定するわけで は ない が、既

存の行政区域に固定 された行政空間や、ある特

定の地理的単位を意味付ける空間的範域か らの

み 「地域」 を安易に想定するの で はなく、様々

な諸主体 （組織、人 々 、政策機構な ど）の それ

ぞれの営みに よっ て立 ち上がる地城社会 との 関

係性 の 中か ら 「地域」 空間を動態的に 把握す る

こ との重要性 も、今や明らかである。「地域」 の

空間性 と、社会として の 「地域」 の あ り方、そ

れ らの関係性が取 り結ばれ る中で、教育現象を

い か に分析する こ とが で き る の か 、こ のすぐれ

て 「社会空間論」的な課題は 、
厂地域」にお ける

教育現象の ダイナ ミズ ム へ の接近に対する有効

な手 立て となる と思われ る。

　そ の ために、「地域」を社会空間の 視角か ら積

極的に捉えなおす こ とで 、 それがい かに編成さ

れ 、 幾多の社会関係 との連関の 中で動態的に形

成される の か とい う分析方途を切 り開い て い く

こ との 重要性が導か れ うる．「地域」の 空間的形

態は 、全 くの 社会性 を持た ない わけ で はない の

であ るか ら。

　歴史や時間に関する概 念に比 して地理や空間

をめ ぐる概念化が長 らく不十分であ っ た の は、

それ ほ どまで にあ る特定の 空間認識 が 深 く浸透

して お り、改め て論 じるまで もない とされて い

たか らに他な らな い （Agnew，　1993：251）とい う指

摘に耳を傾ければ、「地域」空間を所与の 枠組み

と して位置付け るの で は なく、教育 と関連する

社会空 間として の 「地域」 自体を相対化 し、教

育社会学研究の分析概念 ・方法概念た る 「地域」

を鍛 え上げて い く こ とが必要である 。

＊ 参考文献／引用 文献は 、 当日の 発表 レ ジ ュ メ

　に 記載する 。
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